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古地図で巡る上関の朝鮮通信使上関町長島地医の古地図には 、総勢500人の朝鮮通信伎一行を
盛大にもてなした萩藩の様々な施設が

描か

れ

、今も関連遺構や史跡が残り 、眼下には往時
を運想さ

せ

る海の景色が広がっています 。
ー一＿・ニ幽道の駅「上●海峡」一王·10時
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【お申し込み•お問い合わせ等】口2023年9月16日12024年3月の
火耀 、木耀 、土畷（3日前までに要予約／5名以上で催行）

口無料口上関町観光協会"08D,2898,2D14
かりの地を訪ねます 。全長4m65onの日本一の大きさとさ

れ

て山
いる大太刀は 、花岡八幡宮の宝物庫に保管さ

れ

ており 、通常
は一般公開さ

れ

ていない貴重な市指定有形文化財です 。
ー ー～ーニ血花岡公民館前ーエ千110時
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花岡公民館▼御茶屋跡▼法静寺▼闘伽井坊▼多盆塔▼
♦月”己雑＂百」限定見学）：花岡公民館
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一お申し込み·お問い合わせ等】口2023年9月24日 、10月8E、11月12日 、

12月10日 、2024年3月10日(1週間前までに妻予約／2名以上で催行／雨天中止）
口400円（保険料等）口下松市観光協会案内所fto833,45,6911

長州藩の絵図方等が作製した美しい古地図が豊富に残されている山口県 。

これらの古地図を眺めながら 、地元ガイドの案内で 、城下町や宿場町などを散絞すれば 、

往時の街道や町並み 、人々の暮らしぶりに時間を超えて出会うことができます 。

占地図を片手に 、さあ 、あなたも江戸時代のまちへ 。
古地図を眺めながら 、地元ガイドの案内で

まち歩きを楽しめるガイドウォークを
山口県内および島根県益田市の38か所で実施します 。

「古地図リーフレット」をプレゼント！
ご参加いただいた方には 、参加特典として 、

参加コースの「古地図リーフレット」をプレゼント！
スタンプラリーも開催！

「古地図を片手に 、まちを歩こう 。」ガイドウォークに
参加して 、スタンプを集めよう！

スタンプ10個以上でオリジナルピンバッジ 、
スタンプ15個以上で古地図リーフレット全種が

セットになったコンプリートポックスを
プレゼントします 。（お＿人様各＿回限り）

「古地図を片手に 、まちを歩こう 。」に参加
スタンプカードにスタンプを押印●1コース参加ごとにスタンプ1個挿印

（同一コースでの重複無効）●スタンプカードはガイドウォーク参加時に配布します
4

 

スタンプを集めたら 、必要事項を記入し 、
スタンプカードを下記まで郵送または持参

`

4

スタンプ10個以上でオリジナルピンバッジ 、
スタンプ15個以上で古池図リーフレット

コンプリートポックスをもれなくプレゼント1・
〇
柳
井ハ【
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井
市】

中世の町割りが残る白壁の町並みを散策中世の町割りが残り 、国の重要伝続
建造物群保存地区に選定さ

れ

ている白壁の町埜みを中心に 、
江戸時代から現代にかけて作ら

れ

た古地図を片手に町`並み
の今と昔を比ぺながら散策します 。

一t-
_li―血柳井町埜み資料館前一ニ+110時30分

.................................................................................. 
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【お申し込み•お問い合わせ等】口2023年9月17日 、10月22日 、11月3日・23日 、
2024年3月20日(1週間前までに要予約）

口無料Ill柳井市観光協会no820,23,3655
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殿様気分で旧城下を散策
江戸後期の岩国城下図を片手に旧城下を散策します 。

山麓の岩国城や各お役所・お殿様の住居跡や隠居後の住居 、更に上級武士の
お屋敷跡等 、当時の姿を想像レながら楽レ（ウォーキングするツアーです 。

ご―＇「一錦帯襦損山傭料金所横の広場（宕国市横山）言 '-10時
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口2023年9月16日12024年3月の日曜(5日前までに要予約）
口無料口岩国観光ガイドポランティア箇会6090,9419,3105
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【お申し込み•お問い合わせ等】口[nース1]①2023年9月16日 、12月16日 、2024年3月2日
®2023年11月3日 、2024年1月21日

[コース2]2023年9月16日 、12月16日 、2024年3月2日
ヨース3]2024年2月11日●弁当持参

（全コース1週間前までに要予約）口[nース1]500円文館料 、保験料込）ヨース2.3]300円（保険料込）＋バス運賃ー 、000円
口柳井にっぼん晴れ街道協議会nogo,7509,3163（平日は17時30分i)
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古地図で巡る大畠の町並みと大畠瀬戸
大畠瀬戸は「日本三大潮流」の＿つに数えら

れ

、
「竜宮の西門」とも呼ば

れ

ていました。迫力のある大畠瀬戸と 、
海運 、醸造業などで栄えた大畠の町並みを歩いてみま

せ

んか 。
＿＿＿ーニ土JR大畠駅＿王1①9時②14時15分

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
♦吠＂
月＾
り2類巧大島大橋▼大畠駅

【お申し込み・お問い合わせ等】口①2023年12月16日 、2024年1月氾日 、3月2日
®2023年9月17日 、10月22日(1週間前までに要予約）

口300円（保険料込〕

ロ

Iii井につぼん隋れ街道協議会nogo,7509,3163（平日は17時⑳分9)
スタンプカード► U 

「古地図を片手に 、まちを歩こう 。」とは？

口

岩山拭口U9成

山口●文書館蔵1スタンプラリー実施期間I 2023年9月16日～ 2024年3月の各コ ース実施日1郵送（持参）期限I 2024年4月8日（当日消印有効）属送（持参）先•お問い合わ

せ

】一般社団法人山口限観光連盟 9'753-8501山口県山口市滝町1-1山口慄庁1階nos3-924-0462 受付時間8:30~1715（土日祝日および12/29~1/3休業）Webサイトhttps.IIyamaguchl-tounsm.ip/kochlZu-lndex 1おいでませ山口10..
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古地閻で巡る小瀬上梱往還
同防と安芸の国境に位置した小瀬と 、

瀬戸内海の要衝・上関を結んだ「小瀬上
関往還」は日積を経由していました。中

世から江戸時代にかけて重要な地であっ
た日積を歩いてみま

せ

んか 。ーー―二土JR由｛子駅一＋·-
1，時10分

由字駅前パス停（防長パス）▼大原バス停▼大原の盃状穴▼
令
且
甘
且
且
g""且
諄
厚氾．． 

一f＿＿ーニ土①ふれあいどころ437®大原バス停
-
H--i-Gl9時②9時31分（①と②は同日開催 、大原パス停で①と②が合流）

令
紅
討
り[
t"t
託ぺ”
[H
r姫八幡宮▼

ふれあいどころ437（①解散12時頃）▼大原パス停（②解散 ｀昼食後
13時34分パス乗車 、由宇駅13時50分着）〈約5km／①3時間②4時間〉-......................
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9t 9-�＇ 【題箋l古地図の名称や地域が書かれた「題箋」を掲誡しています。※一鶉の古地図占●箋が存在していないものもあります
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lンスヒクのめたッデ＜
ン解ィみ等繹名図ほ這

［古地図の中の由来書】古蝿図に記された「由来書」を掲載しています。地名の由来など、当時の伝説を知ることができます。※ー●●●していないリーフレットもあります ［この古地図のココに注目！】古地図に見られる豊官な情雑を読み解くヒントを掲載しています。［現代地図】コース部分の現代地図にみどころの場所を図示しています。古純図と比較するとまちの変遷が見えてきます。 ※日程やコースは変更する場合があります。お出かけの際は、宮前に各コースのお問合せ先へ直接ご帽圏ください。※コースにより設定日以外でもガイドが可熊です。詳しくは各コースのお問合せ先へ直接ご確認ください。

〇
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関
町】

古地図で巡る上関の幕末維新ゆかりの地海上交通の要衝上関＇室津には＿―＿条実美 、
吉田松陰 、高杉晋作 、桂小五郎など多くの

志士たちが寄港 、また熱い志を持った蓑勇隊などの諸隊が駐屯しまし
た。古地図を片手に地元ガイドと幕未維新ゆかりの地を歩きます 。

―――こ道の駅「上閲海峡」一豆10時
♦げ直詞屯り`＂甘`松瞼詩礁▼

口2023年9月ー日92024年3月の
火曜 、木曜 、土曜
(
3日前までに要予約／5名以上で催行）

口無料口上関町観光協会C080,2898,2014
[::\_!}II\;::_ :.:.-, t'.「.I Ii 同●市立中央図書館蔵 ｀ •: - , F ．：：： ー ：：ヲ→- ---::.::; I i,! - •-:_11：：一i:.,. - f I £―I t心 :: -

一t―ーニ血JR徳山訳みゆきロ一ヤt-i·9時20分
................................................................................

みゆき口▼児玉神社▼旧藩学館踪▼江村彦之造・本城清生誕地▼
国司信濃幽閉賜剣の地▼大成寺；山毛利家藝所▼

♦いじり"["" t[r太郎生家跡
〈約4km／約2時間30分〉

往
時
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら 、

古
地
図
を
片
手
に
時
の
旅
人
に
な
ろ
う 。 【お申し込み·お問い合わせ等】口2023年9月21日 、10月28日 、11月11日 、12月9日 、2024年3月10日

~5日前までに要予約）ロ100円（資料代、保険料）

ロ

周南市観光ホランティアガイドの会面南控光コンベンション協会まちのポート）
"0834,22,8691 「古地図リーフレット」紹介！【お申し込み•お問い合わせ等】

ロ
ヨース1]2024年2月3日ヨース2]2023年12月23日 、2024年1月8日 、1月27日 、2月25日

●1月8日は 、終了後ふれあいどころ437にて「風ん子どんど」あり
（各コース1週問前までに要予約）口[各コース]3゚

O円篠険料込） ‘希望者は弁当を事前予約
※nースーは別追バス遍賃390円が必要

※nース2のパ9和F者は別遠パス運賃780円が必要
口柳＃につぼん晴れ街辺柘嗣会0090,7509,3163（平日は17時30分ー）
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志士闊歩の地「防府」宮市コース揖取素彦夫妻品魚や野村望東尼胸像等 、天満宮を中心に明治維新関
連地を散策します 。その昔 、天満宮参道にあった九つの

社坊の―つで 、来島又兵衛と高杉晋作が激論を交わし
た所でもある大専坊が今に残っています 。

- _-tーニ血防府天満宮石鳥居前一十一一110時
天満宮石鳥居▼大専坊▼暁天楼▼本殿▼揖取夫養の像▼

♦紅11""の連歌碑：春風楼：歴史館
.
,
 ....................................................................
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【お申し込み•お問い合わせ等】口2023年10月ー2024年3月の第1土曜
(

3日前までに屡予約／4名以上で催行）
口大人1 、000日小中高校生500円（ガイド料等）

口防府市観光ポランティアガイドの会6090,7128,6568 防府観光コンベ‘vンョ‘＜脳会a0835,25,2148 ◎
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古地図で歩こう1
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り
ま
す 。
こ

の
山
口
町
村
図
に
は ｀
当
時
の
長
州
藩
主・
毛
利
敬
親
公
が
藩
庁
を

山
口
に
移
し
た
時
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り 、
幕
末
の
有
事
に
備
え

た
策
源
捻
づ
く
り
の
酎
画
も
追
記
さ
れ
て
い
ま
す 。
古
池
図
と
現
在

の
様
子
を
見
比
べ 、
維
新
志
士
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
き
ま
す 。

〒＂＿ ・
h-

血
応
相
霰
● ●＋t-
＋
1
応
相
談

...................................................................

●

且
＂
”

託

謬3直
meme

“
]
"

芦
心

彗

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
16
日
1
2
0
2
4
年
3
月
の
第
1,
4
士
曝

（
そ
の
他
の
日
も
対
応
可）（
1
遇
問
前
ま
で
に
要
予
約）

口
無
料

口
山
口
市
観
光
ポ
ラ
ン―ア
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
n
0
8
3,
9
2
8,
2
0
0
0

〇

鋳
鉗

司
【
山
口
市】

古
地
悩
散
歩

ー
大
村
家
の
足
跡
ー

す
サ
＇

鋳
銭
司
は 、
幕
末
維
新
の
先
覚
者
大
村
益
次
郎
の

誕
生
地
で
す 。
明
澁
初
期
に
つ
く
ら
れ
た
古
地
図
を

片
手
に
大
村
家
の
足
跡
を
訪
ね
ま
す 。

-
t-
4i―
ム
錆
銭
司
銀
土
館（
2
0
2
3
年
11
月
頃
か
ら
休
館
の
た
め
大
村
神
社
填
内）

＿十l
-
i
1
9
時
30
分

.......
 
·・·.．．
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..
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..
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..
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...
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鋳
銭
司
郷
土
館・
大
村
神
社
▼
大
村
益
次
郎・
琴
子
の
墓 、
大
村
公
神
道
揖 、

旧
大
村
神
社
跡
▼
天
神
原
邑
の
大
村
家
旧
宅
跡
▼
忠
犬
大
村
角
之
助
の
墓
▼

♦
け

彗

汀

＂
い"[
5
"""
ね

”
跡
▼

〈
約
4
5
k
m
／
約
2
時
間
30
分〉

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
16
日
1

11
月
の
第
1
日
曜 、
第
4
土
曜 、

2
0
2
3
年
12
月
1
2
0
2
4
年
3
月
の
第
3
日
曜 、
箆
4
土
曜

T
1
週
間
前
ま
で
に
要
予
約
／
4
名
以
上
で
催
行）

口
無
料（
た
だ
し
鋳
銭
司
郷
土
館
開
館
時
の
み
入
館
料
は
必
要
1
1
0
円 、

18
歳
以
下
及
び
70
歳
以
上
の
方
等
は
無
料）

※
参
加
者
各
自
で
事
故
等
につい
て
の
保
険
対
応
等
を
お
願
い
し
ま
す 。

ロ
サ
錠＿―口
炉
士
舘
g
o
8
3,
9
8
6,
2
3
6
8

〇

小

阜
【
宇
部
市】

あ
る
日
忽
然
と
現
れ
た
砂
嘴
と

入
海
の
痕
跡
を
探
し
て
ブ
ラ
散
策

慶
長
国
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い
る
ぷ^
の
尻
尾
の
よ
う
な

砂
嘴ん
と
陸
地
と
の
間
の
入
海
は 、
開
作
な
ど
に
よっ
て
お
米
が

と
れ
る
土
地
に
な
り
ま
し
た 。
ま
た

市
内
の
中
心
を
流
れ
る
宇
郎
本
川

（
現
真
締
川）
も 、
砂
の
丘
に
阻
ま
れ
増
水
す
る
と
氾
濫
し
て
い
ま
し
た
が 、

川
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
で
作
物
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た 。
古
地
図

で
確
か
め
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う 。

―――f-.-i-
土
J
R
宇
部
新
川
駅
前
一
土
云
9
時
20
分

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
 

嶋

：
Ill
▼
内
窟一
戸・
外
唐一
；
宇
部
本
111（
真
籍
111)
▼
宗
隣
寺

；
申
親
▼

♦
往
渭り

[4紅
”

戴

：
鵜
の
島
開
作
樋
門
跡

；
ノ
島

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．
 

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
11
月
26
日 、
2
0
2
4
年
2
月
25
日

(
3

日
前
ま
で
に
要
予
約）
●
随
時
希
望
日
は
要
項
灸

口
無
料（
た
だ
し
宗
隣
寺
龍
心
庭一
国
の
名
勝）
拝
観
料
3
0
0
円
が
必
要）

ロ
宇
部
市
ふ
る
さ
とコ
ンパニ
オ
ン
の
会
a
0
8
3
6,
3
4,
8
3
5
3

0
虐
【
下
関
市

｀

書

闘
頃
窪
疇
り
誼
霜
□

虞

江
戸
時
代
に
は 、
長
府
毛
利
藩
5
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え 、
幕

末
に
は
維
新
回
天
の
貴
台
と
な
っ
た
長
府 。
下
関
親
光
ガ
イ
ド

の
案

内
で
古
地
図
と
と
も
に
長
府
の
変
遷
を
ひ
も
と
き
ま
す 。

一
t--i―
幽
下
関
市
立
美
術
館
前
パ
ス
停
一
七←
i
』
9
時
30
分

9
阜

患

開

祖
｀

時`
間〉

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
9
3
年
10
月
1
日・

四
日 、
ね
月
3
日 、
2
0
2
4
年
1
月
14
日 、

2
月
4
日 、
3
月
3
日
〔
5
日
前
ま
で
に
要
予
約）
※
詳
細
は
問い
合
わ
せ

口
無
料

口
下
関
市
観
光
政
策
課
6
0
8
3,
2
3
1,
1
3
5
0

〇

俵
卯
【
長
門
市】

温
泉
番
付
西
の
横
綱

ヽ

殿
様
の
湯
治
場
め
ぐ
り

藩
政
時
代 、
萩
と
赤
問
関
を
結
ぶ
赤
間
関
街
道

北
道
筋
は
遠
回
り
レ
て
俵
山
温
泉
を
経
由
す
る
よ
う

定
め
ら
れ
ま
し
た 。
歴
代
藩
主
の
入
湯
記
録
が
残
る「
殿
様
に
愛
さ

れ
た
湯
治
場」
俵
山
温
泉
の
町
亜
み
を
め
ぐ
り
ま
す 。

一t―ー
ニ
血
舒
野
神
社
横
場
町
区
駐
車
場
一
十
ニ
ー
10
時

..................................................................................

熊
野
神
社
▼
注
貝
行

：
泉
閣

；
師
寺

：
風
荘

：
猿
の
湯
▼

♦
り

→

日

悶
5〉

正
川
橋
：
熊
野
神
社

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

囚
2
0
2
3
年
9
月
16
日
ー
2
0
2
4
年
3
月
の
毎
週
日
曜

(
3
日
前
ま
で
に
琶ヤ
約）
※
そ
の
他
の
日
も
対
応
可

ロ
1 、
2
0
0
円（
温
泉
入
浴
料
含
む）

E（＿
社）
長
門
市
観
光コ
ンペ
ン
ショ
ン
協
会
n
o
8
3
7,
2
7,
0
0
7
4

e-一
己
四
【
長
門
市】

明
治
維
新
の
礎
を
築
い
た

村
田
清
風
と
周
布
政
之
助
の

原
点
ウ
ォ
ー
ク

藩
政
改
革
の
中
心
を
担
い 、
維
新
回
天
の
礎
を
築
い
た「
村
田
清
風」

や 、
藩
の
改
革
派
で
幕
末
の
志
士
た
ち
を
支
援
し
た「
周
布
政
之

助」
を
生
み
出
し
た
長
門

市
三
隅 。
郷
土
の
先
賢
の
原
点
と
な
る
ゆ

か
り
の
地
を
ご
案
内
し
ま
す 。

― -
H -i―
血
村
田
清
風
記
念
館
一―+L←
k-
10
時

村
田
清
風
記
念
館・
三
隅
山
荘
▼
村
日
清
風
の
墓
▼

♦
り

"
[

謬＂

ヒり
[
"
"
mT

パ詐
嗜

宅
跡
▼

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
1
2
0
2
4
年
3
月
の
第
3
日
曜

(
3
E
前
ま
で
に
要
予
約）

口
5
0
0
円｛
村
田
漬
風
記
念
館
入
館
料
含
む）

ロ(-
社）
長
門
市
観
光n
ンベ‘
く
合
ジ
協
会
＂
0
8
3
7,
2
7,
0
0
7
4

〇

釦
戚

跡
【
萩
市】

萩
藩
主
毛
利
氏
の
居
城

ム
に

「
萩
城」
の
歴
史
を
感
じ
る
城
さ
ん
ぽ

萩
藩
祖・
毛
利
輝
元
が
日
本
海
に
突
き
出
た
指
月
山
に
築
い
た
萩
城 。

藩
の
政
庁
が
置
か
れ 、
藩
主
の
住
ま
い「
本
丸」
と
12
棟
の
矢
倉
と
中

堀
を
め
ぐ
ら
し
た「
二
の
丸」
跡
を
め
ぐ
り 、
お
城
づ
く
り
や
お
城
暮
ら

し
の

も
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介 。
萩
焼
小
物
の
お
士
産
付
き
で
す 。。

-
Hi―
血
指
月
第一
駐
車
場

一
ご
t-
10
時 、
13
時（
そ
の
他
応
相
琶

....................................................................................
 

萩
城
二
の
丸
入
口（
指
月
第一
駐
車
場
付
近）
▼

♦

mmm責[le"いいい
[

:
丸
入
口

【
お
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
萩
博
物
館
開
館
日
に
合
わ
せ
て
随
時（
冬
期
休
館
日
毎
週
水
曜 、
年
末
年
始）

ホ
ー

ムペ
ー
ジ（コ
po
machlhaku .
co
ヨ
n

で
確
租
く
だ
さい

（
前
日
昼
ま
で
に
要
予
約）

ロ
ー
名
2 、
0
0
0
円 、
2
名
以
上
1 、
5
0
0
円(
1
名
あ
た
り） 、

小
学
生
以
下
半
額

口
N
P
O
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
＂
0
8
3
8,
2
5,
3
1
7
7

01
ダ

影
血
【
萩
市】

瓦
の
町
家
が
仔
む

萩
往
還
の
宿
場
町
を
散
策

なヴ
E9
ー＇”

と
↓
‘
“
,
 `

 

幕
末
に
志
土
た
ち
が
行
き
交
い 、
動
乱
を
目

：＼
b

し
た
佐
々
並
の
町
並
み
を
散
策
し
ま
す 。
藩
主
や
上
級
武
士
が
休
息
し
た

「
御
茶
屋」
の
跡
や 、
人
馬
や
駕
籍
の
調
達
を
行
っ
た「
目
代
所」
の
跡
地
を

歩
き
な
が
ら ｀
タ
イ
ム
ス
リッ
プ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う 。

旧
小
林
家
住
宅
▼
中
ノ
町

：
ノ
町
の
町
並
み
▼
御
客
屋
跡
▼

令

且
ロ

サ

賢m

行

い
の
交
差
点
▼
嵩
札
場
▼

...............................................................................

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
16
日
9
2
0
2
4
年
3
月
の
毎
日

（
水
曜・
年
末
年
始
除
く）（
1
週
間
前
ま
で
に
要
予
約）

口
ガ
イ
ド
1
名
につ
き
1 、
0
0
0
円(
20
名
を
超
え
る
固
体
の
場
合
ょ

要
甘
該）

口
萩
往
遠
お
も
て
な
し
茶
屋
e
0
8
3
8,
5
6,
0
0
3
3

参’
9 ,U

 
ざ

o-
二

田

励
【
防
府
市】

—
『

志
士
闊
歩
の
地

F

「
防
府」一
二
田
尻
コ
ー
ス

｝

揖
取
葉
彦
夫
妻
が
晩
年
を
過
ご
し
た
旧
宅
跡 、
萩
往

終
点
で
あ
る＿―＿
田
尻
御
茶
屋 、
参
勤
交
代
の
御
座
船
な
ど
が
出
て
い
た
御
舟
倉
跡

を
散
策
し
ま
す 。
文
久
3
年「
海
軍
局」
と
な
り
揖
取
素
彦
の
実
兄
松
島
剛
蔵
が

初
t
菅
惹
者
と
し
て
就
任 、
長
州
藩
洋
式
海
軍
の
拠
点
と
し
た
所
で
す 。

ー＿
f-ー
ニ血
J
R
防
府
駅

一
H
1
10
時

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

防
府
駅
▼
岡
本
三
右
倫
門
墓

；
取
夫
秦
終
蔦
の
地

；
村
望
東
尼
終
焉
の
宅
跡
▼

♦
叶汀
直mm
"
炉

麟疇
御
舟
倉
跡

；
府
駅

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
1
2
0
2
4
年
3
月
の
第
3
土
曜

(
3
E
前
ま
で
に
要
予
約
／
4
名
以
上
で
催
行）

口
大
人
8
1
0
円 、
小
中
学
生
6
5
0
円
カ
イ
ド

料 、
入
館
料
等）

口
防
府
市
観
光
ポ
ラ
ン
ティ
ア
ガ
イ
ド

の
会
C
o
9
0,
7
1
2
8,
6
5
6
8

防
府
観
光コ
ンベ
ン
ショ
ン
協
会
6
0
8
3
5,
2
5,
2
1
4
8

〇

阿
應
【
山
口
市】

あ
と
う
田
園
ウ
ォ
ー
ク

田
園
風
景
に
赤
瓦
の
街
並
み
が
続
く
山
口

市
阿
東

地
区
は
か
つ
て
石
州
街
道
が
縦
断
し
て
お
り 、
多
く
の

旅
人
が
行
き
交っ
て
お
り
ま
し
た 。
旧
街
道
沿
い
を
古
地
図
を
片
手
に
歩

く
と
歴
史
を
五
感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う 。
片
道
は
J
R

山
口
線
の
ロ
ー

カ
ル
車
両（
キ
ハ
40
系）
に
乗
車
し
ま
す 。

――＿ー
ニ
血
J
R
山
口
線
長
門
峡
駅
一＿
十
二
1
10
時
15
分

長
門
峡
駅（
J
R）

；
目
駅

；
野
神
社
▼
伝
町
野
騒
安
の
墓
▼
伝
台
ヶ
原
城
址
▼

♦
咀

ぷ

棗

『

＂
に
吐

5

日
＂

門（
関
所）
跡
▼

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

Ei
2
0
2
3
年
9
月
30
日 、
10
月
28
日 、
11
月
25
日 、
12
月
23
日 、
2
0
2
4
年
3
月
23
日

(
1

週
間
前
ま
で
に
要
予
約
／
5
名
以
上
で
催
行）

口
2 、
0
0
0
円（
あ
と
う
路
弁
当 、
資
料
代）
※
J
R
代
別
達

口
N
P
O
あ
と
う
6
0
8
3,
9
5
6,
2
5
2
6

〇

佐が
【
美
祢
市】

維
新
の
舞
台

赤
間
関
街
道
沿
い
の

歴
史
を
訪
ね
る

赤
間
関
街
道
U
道
筋
の
秋
芳
地
区
は
カ
ル
ス
ト

池
形
の
据
を
通
り 、

弥
生
時
代
か
ら
の
遺
跡 、
中
世
の
館
跡
が
残
り 、
大
内
藉
隆
逃
避
伝

税
が
伝
え
ら
れ 、
幕
末
は
志
士
た
ち
が
頻
繁
に
往
来
し 、
大
田
絵
堂

戟
の
舞
台
と
な
っ
た 。
比
較
的
旧
街
道
の
姿
を
残
し
て
お
り 、
こ
の

道
を
歩
け
ば 、
数
々
の
屈
史
の
息
吹
を
感
じ
ら
れ
る
コ
ー

ス
で
す 。

一
で
ニ
ム
秋
芳
洞
第
4
駐
車
場（
無
料）
＿十
二
』
，
詩
30
分

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

秋
芳
洞
第
4
駐
車
場
▼
堀
之
内
▼
森
脇
▼
本
郷
小

：
＃
敷

；
水
▼

♦
日

“

a
"
t
"
g
"

”
55
k f
万

只

彗〉

．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

【
お
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
10
月
21
日 、
11
月
4
日・
18
日・
25
日 、
12
月
2
日

(
5

日
前
ま
で
に
要
予
約｝

ロ
1 、
5
0
0
円

E（一
社）
美
祢
市
観
光
協
会
"
0
8
3
7,
6
2,
0
1
1
5

〇

藤
山
【
宇
部
市】

廻
船
業
で
栄
え
た
藤
曲
村 、

か
つ
て
の
海
岸
線
に
沿っ
て

「
犬
の
尾っ
ぽ」
歩
き

か
つ
て
藤
曲
村
は
長
く
伸
び
た
砂
嘴
に
抱
か
れ
た
入
海
に
面
し
て
い

ま
し
た 。
砂
嘴
の
先
は
犬
の
尾
の
よ
う
な
形
だっ
た
か
ら
か 、
そ
の
辺

り
は「
犬
の
尾」
「
犬
尾」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が 、
江
戸
時
代

の
開
作
な
ど
に
よ
り 、
海
岸
線
は
大
き
く
変
わっ
て
い
き
ま
し
た 。

―-t•
H
血
藤
山
北
街
区
公
国（
藤
山
ふ
れ
あい
セ
ン
ター
近
く）

一
ニ・1
1
，
時
50
分

．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

♦
m
薗`
心`
皐
＂ぃr

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
10
月
14
日 、
2
0
2
4
年
1
月
勾
日

(
3

日
前
ま
で
に
要
予
約）
※
随
時
希
望
日
は
要
相
設

口
無
料

口
宇
部
市
ふ
る
さ
とコ
ンパニ
オ
ン
の
会
6
0
8
3
6,
3
4,
8
3
5
3

〇

赤

圃関【
下
関
市】

北
前
船
が
寄
港
し
て
繁
栄
し、

近
代
建
簗
の
街
並
み
が

今
も
残
る
商
業
都
市

江
戸
時
代
に 、
北
前
船
の
寄
港
地
と
な
り
繁
栄
し
た
赤
間
関 。
当
時
の
古

地
図
に
は
多
く
の
北
前
船
が
垣
間
見
え
ま
す 。
明
治
難
新
後
に
は
近
代

建
築
が
次
々
と
誕
生
し 、
多
く
の
歴
史
が
動
き
ま
し
た 。
中
世
か
ら
近
代

ま
で
の
時
の
流
れ
を
感
じ
る
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー

ク
で
す 。

-
Hi
幽
赤
間
神
宮
鳥
居
前

一十
-
+
＿
9
時
30
分

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．
 

'
田
m
m
m

租
用
咀
心
戸

【
お
申
し
込
み＇
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
9
0
2
3
年
10
月
15
日 、
11
月
19
日 、
12
月
17
E 、
9
0
9
4
年
1
月
21
日 、

2
月
18
日 、
3
月
17
日
(
5

日
前
ま
で
に
要
予
約）
※
詳
細
は
問い
合
わ
せ

口
無
料

口
下
関
市
観
光
政
策
課
6
0
8
3,
2
3
1,
1
3
5
0

〇

髯
湯
本

書
【
長
門
市】

大
内
氏
と
毛
利
氏
ゆ
か
り
の
湯
の
ま
ち

山
口
県
を
代
表
す
る
湯
の
ま
ち
の＿
つ 、
長
門
湯
本
温
泉 。
室
町
時

代
の
西
国一
の
大
名・
大
内
氏
と
ゆ
か
り
を
持
つ
大
寧
寺
と
関
係
が

深
く 、
江
戸
時
代
に
は
萩
藩
主
の
御
茶
屋
が
あ
り
ま
し
た 。
藩
主
の

湯
治
場
と
し
て
栄
え
た
湯
の
ま
ち
を
古
地
図
片
手
に
め
ぐ
り
ま
す 。

―_-•
H,
大
室
寺

一f
-
+-
10
時
※
9
時
心
分までにご
纂
合
ください
c

大
寧
寺（
麟
話・
見
学）
▼
も
ちつ
き
地
蔵
▼

大
寧
寺
18
参
道（
お
地
蔵
様
の
小
道）

；
湯・
礼
湯
跡
▼

...............

♦
住
吉
神
社・
異
飼
寺

；
信
川
河
川
公
国
〈
約
2
k
m
／
約
2
時
間〉

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
20
日 、
10
月
11
日 、
11
月
29
日 、
12
月
16
日 、

2
0
2
4
年
3
月
27
日

(
10
日
前
ま
で
に
要
予
約
／
4
名
以
上
で
催
行）

ロ
1
名
8
0
0
円

ロ（＿
社）
長
門
市
観
光コ
ンベ
ン
ショ
ン
協
会
"
0
8
3
7,
2
7,
0
0
7
4

〇

堀

閻
【
萩
市】

萩
藩
の
重
臣
が
居
を
栴
え
た

11一
の
丸
の
面
影
を
た
ど
る

萩
城・＿二
の
丸
に
あ
た
る
堀
内
伝
建
地
区
は 、

萩
藩
の
毛
利一
門
や
永
代
家
老
な
ど
の
上
級
武
土
が

住
ん
で
い
た
広
大
な
武
家
屋
敷
跡 。
時
代
が
移
り
変
わ
り 、
「
土
塀

と
夏
み
か
ん」
の
町
並
み
が
生
ま
れ
た
物
語
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
し
ょ

う 。
歩
い
た
後
は 、
さ
わ
や
か
な
夏
み
か
ん
ス
イ
ー

ツ
で
ひ
と
休
み 。

―-
H -i-
』
萩
博
物
館
正
門
前

一
H
--
10
"
30
分 、
13
時（
そ
の
他
応
相
誤）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

萩
樽
物
館
▼
堀
内
伝
建
池
区（
木
町・
御
成
道 、
関
田
益
田
氏
旧
宅
士
塀 、

●

り

『＂＂
閲
天
家
長
屋
な
ど）
▼
萩
博
物
館

【
お
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
萩
博
物
館
開
館
E
に
合
わ
せ
て
随
時五
休
館
日
毎
週
水
曜 、
年
末
年
始）

ホ
ー

ム
ベ
ー

ジ(a
po
machlhak, .
co
ml
で
確
認
く
だ
さい

（
前
日
昼
ま
で
に
要
予
約）

ロ
1
名
1 、
7
0
0
円 、
2
名
以
上
1 、
2
0
0
円(
1
名
あ
た
り） 、

ハ
1「一
」一
以
下
半
額

口
N
P
o
嵌
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

6
0
8
3
8,
2
5,
3
1
7
7

〇

須

佐
【
萩
市】

萩
藩
永
代
家
老

益
田
家
の
本
領
地
須
佐
を
め
ぐ
る

萩
藩
を
幕
末
ま
で
支
え
た
永
代
家
老
益
田
家
の
本
領
地
で

あ
っ
た
須
佐 。
碁
盤
の
目
状
の
町
割
に ｀
益
田
館
や
郷
校
育

英
館
跡
な
ど
の
史
跡
が
残
る
武
家
町
で
す 。
石
州
街
道
や

日
本
海
航
路
の
要
衝
で
も
あっ
た
須
佐
の
町
を
巡
り
ま
す 。

歴
史
民
俗
資
料
館
▼
笠
松
神
社
▼
育
英
館
跡
▼
松
崎
八
幡
宮
▼

♦
日

『日

叶

；
史
民
俗
資
料
館

【
お
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
16
日
1
2
0
2
4
年
3
月
の
毎
日

(
1

週
間
前
ま
で
に
要
予
約
／
2
名
以
上
で
催
行）

口
5
0
0
円

口
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館
C
0
8
3
8
7,
6,
3
9
1
6

〇

羹
【
防
府
市】

近
世
山
陽
道

富
海
宿
を
歩
く

近
世
山
陽
道
の
宿
場
町
の
面
影
を
残
す

町
並
み
と 、
飛
船
と
い
う
快
速
船
の
基
地
と
し
て
の
富
海
浦 、
そ
れ
ら

が
ど
の
よ
う
な
地
理
的
環
壊
の
中
で
広
が
っ
て
い
た
の
か 、
地
図
を
手

に
歩
き
な
が
ら
1
5
0
年
前
の
景
観
を
想
像
し
ま
す 。

-_-
H―
土
J
R
富
海
駅
前

＿―
―
-
10
詩

.....................................................................................

J
R
富
海
訳
前
▼
富
海
海
水
浴
場
▼
伊
藤•
井
上
両
公
上
陸
記
念
稗
▼

♦
田

渇

扇

門
国
登
録
有
形
文
化
財
清
水

魯
咤
▼

【
お
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ
等】

ロ
2
0
2
3
年
9
月
16
日
i
2
0
2
4
年
3
月
の
第
1
水
濯 、
第
3
日
曜

(
3

日
前
ま
で
に
要
予
約）

口
5
0
0
円（
ガ
イ
ド

料
等）

口
N
P
o
又
化
遺
産
ト
ラ
ス
ト
は
う
ふ
C
0
8
3
5,
3
8,
3
2
1
0

n9

山
中
に
は
石
畳
や
言
い
伝
え
の
あ
る
石
が
今
も
遺
さ
れ
て
い
ま
す 。
さ

あ 、
古
地
回
を
片
手
に
国
境
を
超
え
て
み
ま
し
ょ
う 。

一＿＿・
ニ
ム
道
の
訳
願
成
就
還
棗
一
Hi
-
9
時
20
分

........................................................................................

道
の
駅
願
成
就
温
泉（
バ
ス）
▼
山
口
市
阿
東
総
合
支
所
前
▼

本
陣・
脇
本
陣
目
代
跡
▼
憶
佐
八
幅
宮
国
名
勝
指
定
記
念
碑
▼
狐
塚
古
墳
▼

♦
5
"
"
5
5

□

1
"[
h[
H
丘
＂
＂
＂
5 跡▼ ▼

道
の
駅
願
成
就
温
泉（
昼
食）
〈
約
9
k
m
／
約
4
時
間〉

.......................................................................

【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
16
日 、
10
月
14
日 、
11
月
11
日 、
12
月
9
日 、

2
0
2
4
年
3
月
9
日

(
1

週
間
前
ま
で
に
要
予
約
／
5
名
以
上
で
催
行）

口
2 、
0
0
0
円（
あ
と
う
路
弁
当 、
資
料
代）
※
バ
ス
代
別
途

口
N
P
O
あ
と
う
n
o
8
3,
9
5
6,
2
5
2
6

令令 0 

且 n i�H
、
由闘じ

如い比塁紅町宇ぅ
9幻ヽli烹tバ寺 □ 目祥甕部ぺ
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" I 且i ! iを冒＄ 汎ヽ
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g l 阻喜i 門箪紐
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山口県人●99贔

【
お
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ
等】

ロ
属コ
ー

ス]
2
0
2
4
年
3
月
17
日
[
西コ
ー

ス]
2
°
2
3
年
12
月
16
日

(
3

日
前
ま
で
に
要
予
約）
※
随
時
希
望
ヨ
9

雫
t
談

口
無
料

口
[1

団一
E心
る
さ
とコ
ンパ―ー
オ
ン
の
会
e
0
8
3
6,
3
4,
8
3
5
3

〇

厚

狭
【
山
陽
小
野
田
市】

厚
狭
の
歴
史
に
触
れ
る

ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク

山
陽
小
野
田

市
厚
狭
地
区
を
通
る
旧
山
隔
道

そ
の
周
辺
を
歩
き
ま
す 。
昔
話「
三
年
寝
太
郎」
の
史
跡
や 、
原
狭
毛
利
家
』

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
コ
ー

ス
と 、
毛
利
藩
寄
組
熊
谷
氏
給
領
地
内 、
寝
太
郎

用
水 、
旧
山
陽
道
厚
狭
市
町
並
み
等
を
散
策
す
る
2
コ
ー

ス
あ
り
ま
す 。

一
t-•
二＿
血
J
R
厚
狭
駅
在
来
線
ロ
ー―
工
一
』
，
峙

.............................................................................................

【
南
コ
ー

ス】
J
R
厚
狭
駅
在
来
線
口

：
源
寺
▼
厚
狭
毛
利
家
居
館
址
▼

令
JjyR
E
『
い
口

旧
紅
5
k経
『

口

叶
神
社
▼

【
北
コ
ー

ス】
J
R
厚
狭
駅
在
来
線
口
▼
円
応
寺

；
谷
家
居
館
踪
▼

令

日

甘
紅

註り

｀

註
i〉

大
福
寺

；
后
岩
▼

閲
叩：
2

のーロ言

〇

皿

棚
【
下
関
四

置
も．

殿
様
が
愛
し
た
湯
の
町
川
棚
｛

か
5
日・

開
湯
よ
り
8
0
0
年
と
伝
わ
る
川
棚
温
泉 。
江
戸

、
A
仔i

時
代
に
は
長
府
藩
内
唯一
の
湯
治
場
と
し
て「
御
殿
湯」
が
設

歴
代
藩
主
に
厚
く
庇
護
さ
れ
ま
し
た 。
今
も
温
泉
街
に
は
史
跡
や
旧
道

U

が
残
り
ま
す 。
古
地
図
に
記
さ
れ
た
往
時
の
地
名
を
巡
り
歩
き
ま
す 。

ー
ー―·-i-・
土
111
棚
温
泉
交
流セ
ン
ター

＿ナt·
I-
10
時

..
 :······:················:
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；
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5
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“
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明
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【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
16
日
1
2
0
2
4
年
3
月
の
槃
1.
3
土
曜

（
年
末
年
始
除
く）
※
他
の
日
程
も
応
相
談
(
1

週
間
前
ま
で
に
妻
予
約）

ロ
1 、
0
0
0
円（
温
泉
入
浴
チ
ケッ
ト

含
む）

ロ
111
棚
温
貝
租
光
ボ
ラ
ン
ティ
ア
ガ
イ
ド
の
会
事
務
局

C
0
8
3,
7
7
4,
3
8
5
5
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ニ
血
く
じ
ら
資
料
館

く
じ
ら
資
料
館
▼
小
浦
黒
池
蔵
▼
く
じ
ら
資
料
館（
見
学）
▼
鯰
喜
▼

♦
ぃ
3
渇

註
＂

肘
福
庵
▼
早
111
家
住
宅

：
ら
資
料
館

【
お
申
し
込
み・
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
16
E
1
2
0
2
4
年
3
月
の
譲
1.
3
土
曜

(
1

週
間
前
ま
で
に
要
予
約
／
5
名
以
よぐ
催
行）

ロ
ー 、
0
0
0
円（
く
じ
ら
資
料
館
入
館
料
込）

ロ（＿
社）
長
門
市
親
光コ
ンベ
ン
ショ‘
6四
会
n
o
8
3
7,
2
7,
0
0
7
4

\s
り

f

心
罫

幻州・
北
浦
捕
鯨
と
北
前
船
寄
港
地

こ星
ぷ
冨
5
，
ず
�l
C
9

逝
【
長
門
市】

，附
畔【
長
門
市】

ノ

胃
[U

薗
誓
二
躙
攣
闘“
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【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
16
日
1
2
0
2
4
年
3
月
の
毎
週
日
曜

(
3

日
前
ま
で
に
要
予
約）

ロ
1
名
ー 、
5
0
0
円 、
2
名
ー 、
0
0
0
円(
1
名
あ
た
リ） 、

3
名
以
上
5
0
0
円(
1
名
あ
た
り）

ロ(-
社）
長
門
市
観
光コ
ンベ
ン
ショ
ン
協
会
n
o
8
3
7,
2
7,
0
0
7
4

萩
城
城

下

町
【
萩
市】

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

江
戸
時
代
の
町
並
み
を
歩
く

萩
城
城
下
町
は 、
江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
古
地
図
が

今
で
も
使
え
る
ほ
ど 、
当
時
の
町
割
な
ど
が
よ
く

保
存
さ
れ
て
い
ま

す 。
古
地
図
を
片
手
に 、
世
界
遍
産
に
登
録
さ
れ
た
町
並
み
を
地
元

ガ
イ
ド
と一
緒
に
歩
き ，
幕
末
の
風
雲
児・
高
杉
晋
作
や 、
雑
新
の
三

傑・
木
戸
孝
允
ゆ
か
り
の
池
な
ど
を
巡
り
ま
す 。

ご
ご
上
中
央
公
●
駐
皐
場
一
十
一
十
一
応
相
設
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【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
16
日
1
2
0
2
4
年
3
月
の
笞
日

(
1

週
間
前
ま
で
に
要
予
約）

口
2 、
0
0
0
円{
1
グルー
プ(
20
名
以
内）
あ
た
り
／
観
室
料
別
途）

口
N
P
O
萩
観
光
ガ
イ
ド

協
会
＂
。
8
3
8,
2
5,
3
5
2
7

〇

的
畔
【
萩
市】

海
運、
水
産
加
工
で
繁
栄
し
た

萩
藩
の
海
の
玄
関
ロ・

浜
崎
の
町
並
み
を
歩
く

萩
城
下
の
港
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
浜
崎 ツ
日
本
海
に
面
す
る
こ
と
か
ら 、
物
資
の
流

通
や
販
売 、
水
産
業
に
携
わ
る
人
々
で
賑
わ
い 、
古
く
か
ら
萩
の
経
済
を
支
え
て
き
ま

し
た 。
古
地
図
を
片
手
に 、
地
元
ガ
イ
ド
さ
ん
と
昔
な
が
ら
の
町
並
み
を
巡
り
ま
す 。

ま
た 、
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
国
指
定
史
跡
旧
萩
藩
団
船
倉
内

部
と
住
吉
神
社

本
殿
内
に
あ
る
幻
の
絵
馬
を
特
別
公
開
し
ま
す 。

-
f•
H
血
旧
山
村
家
住
宅
一+
←-
千-
14
時（
そ
の
他
応
相
該）
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山
村
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船
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▼
漁
人
町
▼
舟
大
工
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；
上
の
坂

；
屋
▼
住
吉
神
社
▼

令

且

＂

ね
点

乃

Ii
1
"

紅

勺
BIJ
？
石
屋
BIJ
：
旧
小
池
家
土
醜
▼

閏
国3
8

濯
J日
ヤ

と

〇

益
田
【
島
根
愚
益
田
市】

H
本
遺
産
認
定
の

中
世
城
下
町
と
幕
長
戦
争
の
舞
台

中
世 、
石
見
国
西

部
最
大
の
国
人
領
主・
益
田
氏
の
城
下
町・
益
田
は 、

こ
の
度 、
日
本
遺
産
に
涵
定
さ
れ
ま
し
た 。
町
中
の
寺
社
を
は
じ
め

数
々
の
文
化
財
は 、
中
世
日
本
の
傑
作
と
い
え
ま
す 。
ま
た 、
益
田
は 、

幕
末
に
は
幕
長
戦
争
の
鐸
台
と
な
り
ま
し
た 。
中
世
の
面
影
と
近
代
日

本
の
夜
明
け
の
町
を
巡
り
ま
す 。
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田
市
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歴
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文
化
交
流
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れ
き
し
ー
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十
ニ
-
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益
田
市
立
歴
史
文
化
交
流
館「
れ
き
し
ー
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▼
医
光
寺
▼
天
石
勝
神
社
▼

薦
福
寺

：モ
御
士
居
▼
益
田
市
立
歴
史
文
化
交
流
館

令
約2
5
k
m
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約
2
時
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【
お
申
し
込
み•
お
問
い
合
わ
せ
等】

口
2
0
2
3
年
9
月
16
日
1
2
0
2
4
年
3
月
の
第
1,
3
土
耀

(
1
月
除
く）（
1
週
間
前
ま
で
に
要
予
約〉

口
無
料（
た
だ
し

10
名
以
上
の
団
体
は
1
団
体
に
？さ
ー 、
0
0
0
円）

ロ（一
社）
益
田
市
観
光
協
会
"
0
8
5
6,
2
2,
7
1
2
0
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